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1.	 重要な警告
1.1 一般的な警告

           警告 
本製品を使用する前に、本書をすべて読み、理解を深める必要があります。BCをお使いの間、
本書は必ず保管しておくことをお勧めします。本書に記載された注意事項を読んで内容を理
解し、それに従うことを怠ると、重症または死亡にいたる危険性があります。.

           警告 
ダイビング中はルールを守り、スキューバダイビング認定団体で学んだスキルを活用してく
ださい。ダイビングアクティビティに関わるためには、ダイビングについて論理面と技術面
の両方をカバーするスクーバダイビングコースを完了することが必須となります。

           警告 
本書は、ダイビングコースの代わりとはなりません！  

1.2 ダイビング前の警告

 

           警告 
ダイビング前、ダイビング中、ダイビング後の点検とテストで問題が見つかったBCではダイビ
ングしないでください。記載されたチェックポイントのいずれかで問題が見つかったBCでダイ
ビングすると、ダイビング中に浮力調整能力が失われ、重症や死亡につながる危険性があり
ます。

           警告 
I欧州規格に従い、弊社のBCはスキューバプロのオリジナル構成のとおりにすべてのコンポ
ーネント（付属の中圧ホースを含む）が揃っている場合に限り、認証が認められます。
オリジナル構成からの逸脱があると、欧州認証規格の準拠が無効になります。

           警告 
ジャケットの機能と特性をよく理解して、ダイビング前にはストラップを正しく調整してくださ
い。不明点があれば、スキューバプロの認定販売店までお問い合わせください。

           警告 
中圧ホースは、スクーバレギュレーターの高圧（HP）ポートまたは200 psi（13.8 bar）を超えるエ
アサプライに接続しないでください。インフレーションバルブまたは中圧ホースの破損または
爆発により、負傷や死亡の危険性があります。
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1.3 ダイビング中の警告

           警告 
破損や空気漏れのあるBCや正しく機能しないBCでダイビングしないでください。ダイビング
中にBCに破損や空気漏れが生じた場合や、正しく機能しなくなった場合には、速やかに安全
にダイビングを終了してください。

           警告 
冷水（水温10°C/50°F未満）でのダイビングでは、冷水でのダイビングに関する特別な手順と
低温環境での本製品の使用に関する特別な注意事項に従ってください。この指示は本書に
は記載されていません。

           警告 
本製品は、酸素の割合が最大40%のエアまたはヘリウム/窒素/酸素の混合ガスを使用する
よう設計されています。この値より酸素の割合が多い混合ガスを使用するか、他の物質を加え
ると、金属製およびゴム製のパーツの腐食、機能低下、早期劣化、または故障を引き起こす可
能性があります。これらのアクションにより、浮力コントロールが失われたり、BCのエアを保持
する能力が失われたりする可能性があり、負傷または死亡にいたる危険性があります。標準
的ではない混合ガスには、火災や爆発のリスクもあります。

           警告 
システムの組み立ては、誤りを防ぐため、スキューバプロ正規代理店など、トレーニングを受
けたスタッフが行う必要があります。また、組み立て後の最終点検は正規代理店で行う必要
があります。組み立てに間違いがあると、重症や死亡につながる危険性があります。

           警告 
プールなどで塩素消毒水に長時間または繰り返しさらすことはおやめください。塩素消毒水
でBCを使用した後は、ただちに洗浄してください。塩素消毒水によりBCの素材が酸化するた
め、BCの寿命が短くなり、色あせの原因にもなります。塩素消毒水に長時間さらしたことによ
る破損や色あせは、保証の対象外となります。

           警告 
水中にある物体を水面まで運ぶための補助具や「リフトバッグ」としてこのBCを使用しないで
ください。浮上中にそのような物体がなくなると、急に浮力が上がり、浮力調整能力が失われ
る可能性があります。

           警告 
このBCは、ライフジャケットや救助装置ではありません。
すべての着用者がすべての状況で緊急時に仰向けになって浮くことができるとは限りませ
ん。
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           警告 
BCから呼吸しないでください。BCにガスや液体、異物が残っている可能性があり、これを呼
吸すると負傷や死亡につながる危険性があります。
BCのブラダーには水を入れないでください。オーラルバルブやオーバープレッシャーバルブを
繰り返し使用すると、BCに水が侵入し、BCで得られる浮力が下がる可能性があります。これ
により、負傷や死亡につながる危険性があります。BCを使用する前に必ず排水してください。

           警告 
ウィング型のBCは水中姿勢を安定させるように作られています。S-TEKはライフジャケットで
はありません。完全に膨らませた場合、意識のないダイバーが水面で安全に仰向けの姿勢を
とれることは保証されません。

           警告 
クロッチストラップ付きのウェイトベルトを使用するときは、クロッチストラップの上にウェイト
ベルトを重ね、体から簡単に離せるようにしてください。これに従わないと、ウェイトベルトが
外れなくなり、重傷や死亡につながる危険性があります。

           警告 
TEK BPIのマウスピースから砂やその他の異物を除去してください。いかなる状況において
も、異物があるとバルブが完全に閉まらなくなる可能性があります。ダイビング中にそのよう
な状態に陥った場合は、TEK BPIを振りながら排気ボタンを複数回押してください。バルブか
ら漏れが続く場合や、引き続き正しく動作しない場合は、ダイビングを中止してください。漏れ
のあるBCや正しく機能しないバルブでダイビングすると、浮力調整能力が失われ、負傷や死
亡につながる危険性があります。

           警告 
ガスの排出量が最も大きい排出装置は、下部排気バルブです（図17）。
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 2.	 欧州認証

本書に記載されているスキューバプロのすべてのBCは、第2カテゴリの個人用保護具 (PPE)）
の上市条件および基本的な安全要件を規制する欧州の規則に従って欧州認証を取得して
います。EN1809整合規格に従って認証試験が実施され、製品が欧州規則2016/425/EUに定
められた健康および安全性の基本要件に準拠していることが確認されています。

製品のCEマークおよびEN1809マークは、上記要件への準拠を示すものです。
スキューバプロBCの製造元：
SCUBAPRO EUROPE Via Tangoni 16 16030 Casarza Ligure (GE) Italy または  
SCUBAPRO GERMANY & E. Europe Johnson Outdoors Vertriebsgesellschaft mbH 
Bremer Straße 4 90451 Nuremberg GERMANY
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3.	 注意事項
スキューバプロのライフサポート機器の使用中にご自分を保護するために、以下についてご
注意ください。 スキューバプロのライフサポート機器の使用中にご自分を保護するために、
以下についてご注意ください。

•	 機器は、本書に記述された指示の通りに、すべての指示と警告を読んで理解したうえで
使用してください。

•	 機器の使用範囲は、本書に記述された用途またはスキューバプロが文面で承認した用
途のみに制限されます。

•	 タンクには、EN 12021基準に準拠した大気圧の圧縮ガスのみを充填するものとし
ます。 タンク内に水分があると、タンクの腐食の原因となるだけではなく、低温環境 
(10°C (50°F) 未満）で実施するダイビング中にレギュレーターの凍結および誤作動の
原因となる可能性があります。 タンクは、危険物の持ち運びに関する現地の法規制に
従って運ぶ必要があります。 タンクの使用は、ガスおよび圧縮エアの使用を規制する法
律に従います。

•	 機器の保守は、決められた間隔で有資格者が行わなければなりません。修理およびメ
ンテナンスは、スキューバプロの正規代理店のサービス施設で実施するものとし、スキ
ューバプロ純正のスペア部品のみを使用する必要があります。

•	 スキューバプロが承認した手順に従わずに保守や修理を実施する場合、あるいは研修
を受けていない人員やスキューバプロの認定を受けていない人員が保守や修理を実
施する場合、もしくは規定された方法や目的以外で機器を使用する場合、機器の正常
かつ安全な機能についての責任が持ち主/ユーザーに移行します。

•	 本書の内容は、印刷開始時点での最新情報に基づいています。スキューバプロは、いつ
でも内容を変更する権利を有します。

•	 すべてのダイビングは、ダイビングが終了した後でも緊急用に十分なエアが残っている
ように計画・実施する必要があります。 通常、50 bar（725 psi）程度の残量が推奨されま
す。

スキューバプロは、本書の指示に従わない使用に起因する損傷について一切の責任を負わ
ないものとします。 これらの指示は、スキューバプロの販売および提供条件に記載された保
証または責任を拡張するものではありません。
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 4.	 S-TEK - コンポーネントと仕様

4.1	 BCの主な用途
BCの主な用途は、深い場所で中性浮力を保てるようにしてダイバーが快適に行動できるよ
うにすることです。

中性浮力とは、身体的に大きな苦労をすることなく特定の深度に留まり、浮きも沈みもせず
にいられる状態です。

4.2	 ステンレススチール製バックプレート付きS-TEK PUREハーネス
S-TEK PUREハーネスは、 D.I.R.（ (Doing It Right : ：正しく合理的な方法で行う)スタイルの連
続ウェビングを取り入れ、 以下のような構成になっています。

•	  2 x 曲げ加工されたステンレススチ
ール製のショルダーDリング

•	  1 x ステンレススチール製ウエストD
リング（左側）

•	 クロッチストラップ、ステンレススチ
ール製Dリング2つ付き

•	 シリコン製エポレットとガイドバンド
•	 ステンレススチール製トリ/クアッド・

グライド
•	  2 x 革新的なS-TEK Ergo Nut。標 

準のステンレススチール製ウイング
ナットに対応し、開閉が容易です。 ま
た、スーツの摩耗を防ぐ埋め込み型
です。 人間工学的に優れた設計で、
冷温環境や、濡れた手、グローブを
はめた手でも使用できます。

•	 マリングレードの電解研磨316ステ
ンレススチール製バックプレート。 柔
らかい有機的形状で、キャリーハン
ドルが組み込まれています。

•	  2 x S-TEK WEB-LOCs。 締めすぎ
を防ぎます。
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4.3	 アルミニウム製バックプレート付きS-TEK PUREハーネス
S-TEK PUREハーネスは、D.I.R.（ (Doing It Right: ：正しく合理的な方法で行う）スタイルの連
続ウェビングを取り入れ、 以下のような構成になっています。

•	  2 x 曲げ加工されたステンレススチール製
のショルダーDリング

•	  1 x ステンレススチール製ウエストDリング
（左側）

•	 クロッチストラップ、ステンレススチール製D
リング2つ付き

•	 シリコン製エポレットとガイドバンド
•	 ステンレススチール製トリ/クアッド・グラ

イド
•	  2 x 革新的なS-TEK Ergo Nut。標準のステ

ンレススチール製ウイングナットに対応し、
開閉が容易です。 また、スーツの摩耗を防
ぐ埋め込み型です。 人間工学的に優れた
設計で、冷温環境や、濡れた手、グローブを
はめた手でも使用できます。

•	 マリングレードの5182アルマイト製バック
プレート。柔らかい有機的形状で、キャリー
ハンドルが組み込まれています。

•	  2 x S-TEK WEB-LOCs。 締めすぎを防ぎ
ます。
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4.4	 ステンレススチール製バックプレート付きS-TEK PROハーネス
S-TEK PROハーネスには調整可能なTEK-LOCショルダーバックルが付属するため脱着が
簡単で、 以下のような構成になっています。

•	  2 x 曲げ加工されたステンレススチー
ル製のショルダーDリング

•	  2 x ステンレススチール製のウエスト
Dリング

•	 クロッチストラップ、ステンレススチー
ル製Dリング2つ付き

•	 シリコン製エポレットとガイドバンド
•	 ステンレススチール製トリ/クアッド・

グライド
•	  2 x 革新的なS-TEK Ergo Nut。 標準

のステンレススチール製ウイングナッ
トに対応し、開閉が容易です。 また、ス
ーツの摩耗を防ぐ埋め込み型です。 人
間工学的に優れた設計で、冷温環境
や、濡れた手、グローブをはめた手で
も使用できます。

•	 マリングレードの電解研磨316ステン
レススチール製バックプレート。柔ら
かい有機的形状で、キャリーハンドル
が組み込まれています。

•	 モールド成型されたMonprene®バッ
ク、ショルダー、ウエストパッド。
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4 .5	 アルミニウム製バックプレート付きS-TEK PROハーネス
S-TEK PROハーネスには調整可能なTEK-LOCショルダーバックルが付属するため脱着が
簡単で、以下のような構成になっています。

•	  2 x 曲げ加工されたステンレススチー
ル製のショルダーDリング

•	  2 x ステンレススチール製のウエスト
Dリング

•	 クロッチストラップ、ステンレススチール
製Dリング2つ付き

•	 シリコン製エポレットとガイドバンド
•	 ステンレススチール製トリ/クアッド・

グライド
•	  2 x 革新的なS-TEK Ergo Nut。 標準の

ステンレススチール製ウイングナットに
対応し、開閉が容易です。 また、スーツ
の摩耗を防ぐ埋め込み型です。 人間工
学的に優れた設計で、冷温環境や、濡
れた手、グローブをはめた手でも使用
できます。

•	 マリングレードの5182アルマイト製バッ
クプレート。 柔らかい有機的形状で、キ
ャリーハンドルが組み込まれています。

•	 モールド成型されたMONPRENE®バッ
ク、ショルダー、ウエストパッド。
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4.6	 TEK BPI – Kスタイル・バランスパワーインフレーター/デフレーター
ユニットと楕円コルゲートホース

すべてのS-TEK Donut Wing には、CE準
拠のKスタイル・バランスパワーインフレー
ター/デフレーターユニット、 TEK BPIが搭
載されています。 このスタイルは世界中の
テクニカルダイバーに愛用されています。 

バランスパワーインフレーターの主なメリ
ットは、深度やタンク残圧にかかわらず非
常に安定した流量であり、 テクニカルダイ
ビングで重要なプラスとなります。 

新しいEPDM楕円コルゲートホースは耐
久性が高く、耐衝撃性と柔軟性が優れて
います。専用のサドルが付属し、新しいシ
リコンガイドバンドでLPホースを固定し
ます。

スーパーフローケブラーで強化された
56cm の LPホースとクイック・ディスコネ
クト・カップリングも付属します。



14

4.7	 S-TEK Donut 30 Wing

S-TEK Donut 30 Wing は、シングルタン
クに最適で、以下を備えています。

•	 業界をリードする耐摩耗性のエコフ
レンドリーなドープ染色ファブリック
を使用した1000デニールのエアテク
スチャード・アウターバッグ

•	  500デニールのエアテクスチャード・
インナーバッグ

•	  YKKファスターと刺繍ロゴ付き

耐荷重：13kg/30ポンド
135 LIFT N - 最大シリンダーサイズ15L

4.8	 S-TEK Donut 40 Wing

S-TEK Donut 40 Wing は、シングルタン
クとツインタンクの両方に最適なオプショ
ンで、以下を備えています。

•	 業界をリードする耐摩耗性のエコフ
レンドリーなドープ染色ファブリック
を使用した1000デニールのエアテク
スチャード・アウターバッグ

•	  500デニールのエアテクスチャード・
インナーバッグ

•	  YKKファスターと刺繍ロゴ付き

耐荷重：18kg/40ポンド
180 LIFT N - 最大シリンダーサイズ
2 x 15L
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4.9	 S-TEK Donut 60 Wing

S-TEK Donut 60 Wing は、 ツインタン
ク専用に作られており、以下を備えてい
ます。

•	 業界をリードする耐摩耗性のエコフ
レンドリーなドープ染色ファブリック
を使用した1000デニールのエアテク
スチャード・アウターバッグ

•	  500デニールのエアテクスチャード・
インナーバッグ

•	  YKKファスターと刺繍ロゴ付き

耐荷重：27kg/60ポンド
270 LIFT N - 最大シリンダーサイズ
2 x 18L
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4.10	 S-TEKシングルタンクアダプター (S.T.A)
S-TEK シングルタンクアダプターは、シングルシリンダーの装着が容易です。 以下を備えてい
ます。

•	 マリングレードの5182アルマイト製プレ
ート

•	 取り付けやすく、縦方向の調整が容易なシ
ングルシンチバンド

•	 ゴム製グリップパッド
•	 脱着を容易にする固定ボルト
•	 クイックリリース付きタンク高調整ストラ

ップ

4.11	 S-TEK ツインタンクキット
S-TEK ツインタンクキットは、ツインシリンダーに最適な装着オプションで、以下を備えてい
ます。

•	 幅50mmのステンレススチール製バンド
•	 固定ポイントが二重に強化されており、安

定性が非常に優れています。
•	 レーザーエッチングされたロゴ付き
•	 直径2 x 140mm、2 x 171mm、または2 x 

204mmをご用意しています。

注： S-TEK PURE または PRO ハーネスに付属
する2個の Ergo Nut を使用してください。 本書
の「シリンダーシステムを装着する」を参照して
ください。
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 5.	 S-TEK- 設定と調整

5.1	 S-TEK PURE ハーネス（ステンレスまたはアルミニウム）の設定

S-TEK PURE ハーネスを使用する際は2種類のモードがあります。

•	 ショルダーストラップのエクステンダーモードは、脱着が容易です（S-TEK PUREハーネ
スはすべてこのモードで出荷されます）。

•	 ショルダーストラップの固定モードは、最もシンプルで、しっかりと固定され、過酷な環境
でのダイビングに適しています。

5.1.1	 適切なモードを選ぶ

エクステンダーモード

S-TEK PUREハーネスの初期設定はエ
クステンダーモードで、専用の S-TEK 
WEB-LOC を使用してショルダーストラ
ップの締めすぎを防止します。 ハーネス
を着用するたびにショルダーストラップ
の設定が保たれます。 このシステムは
使用者に合わせて調整できます。

このモードでは、ウエストバックルを外
すとショルダーストラップがわずかに緩
みます。従来バックプレートの背面にあ
ったトリ ・ グライドをなくしたことで、ウ
ェビングがバックプレートをスライドで
きるようになっています。 ショルダースト
ラップのウェビングに最低限の長さを
設定する WEB-LOC （(図1) が追加され
たため、ウエストストラップを締めたと
きにショルダーストラップを締めすぎる
ことがありません。
ハーネスを締めすぎると、 動きや呼吸
の妨げとなります。

WEB-LOCを正しい位置に設定します。 
それには、ロックのクリップを外して 
(図1-1、図1-2)、 ショルダーストラップ上
をスライドさせ、ハーネスを着用したと
きに必要な長さに設定される位置に調
整します。 ハーネスと呼吸が制約され
ることなく自由な動きが確保されるよ
うにしてください。 クリップで留めます 
(図1-3）)。.

図 1 図 1-1

図 1-2 図 1-3
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固定モード

S-TEK PUREハーネスはエクステンダ
ーモードで出荷されますが、 ハーネス
を固定モードに変えたい場合のために
予備のトリ ・ グライドが同梱されてい
ます。

このモードでは、エクステンダーモード
用に右側のウエストストラップに取り付
けられているトリ ・ グライドを、 バック
プレートの背面の従来の位置に移動す
る必要があります。

同梱された予備のトリ ・ グライドを左
側の同じ位置に配置する必要がありま
す。 ウエストバックル、左側のDリング付
きのトリ・グライド（図2、図2-1）を取り
外し、予備のトリ ・ グライド（図2-2）をバ
ックプレートの背面の同じ位置に配置
する必要があります。 固定モードでショ
ルダーストラップの長さが適切になった
ら、左側のDリング付きトリ ・ グライド（
図2-3）とウエストバックルを元に戻し
ます。

前述のエクステンダーモードのセクショ
ンで説明した S-TEK WEB-LOC は固
定モードでは何の役割も果たさないた
め、 外すことができます。

エクステンダーモードに戻したい場合
は、手順を逆に行います。 後で固定モー
ドにする必要があれば、予備のトリ ・ グ
ライドは残しておいてください。

図 2 図 2-1

図 2-2 図 2-3
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5.1.2		 ショルダーストラップとDリングの位置

立ってハーネスを着用します。腕が地面
と平行になるようにひじを上げ、 親指
をショルダーストラップに向け（図3）、 D
リングの正しい位置を確認します。
ステージシリンダーを含め、 Dリングに
クリップ留めしたアイテムを簡単に利
用できるようにするには、 この位置が
重要です。
トリ ・ グライドにウェビングを通してル
ープを作ります（図3-1）。 上記の理想的
な位置まで、 トリ ・ グライドとDリング
のユニットをショルダーストラップに沿
って必要な方向に動かします。

注： この手順を行う前に、 エクステンダ
ーモードと固定モードのどちらが要件
に最適化を選んでください。 WEB-LOC
とトリ ・ グライドを取り外す/追加する
場合は、 上記のモードのセクションで
説明した正しい位置に設定してくだ
さい。

5.1.3		 ウエストDリング（左側）とトリ ・ グライド（右側）の位置

原則として、 S-TEK PURE ハーネスの左側のウエスト
Dリングはズボンのアウトシームの延長線上に配置す
る必要があります（図4）。 

このDリングは通常、SPGとステージシリンダーをクリ
ップするために使用します。

エクステンダーモードでは、 WEB-LOC と（左腰側の）
ウエストDリング（または右腰側のトリ ・ グライド）との
間にある間隔によって、 ショルダーストラップを簡単に
緩めて、 ハーネスを取り外したりハーネス着用時に正
しく締めたりできます。

固定モードでは、 ショルダーストラップの長さは固定
されています。

位置を変えるには、トリ ・ グライドおよびトリ ・ グライ
ド/Dリングユニットにウェビングを通してループを作り
ます（前述のショルダーストラップとDリングのセクショ
ンと同様の手順です）。 正しい位置（ズボンのアウトシ
ームの延長線上）まで、ウエストストラップに沿って必
要な方向へ動かします。

図 3

図 3-1 図 3-2

図 4
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5.2	 S-TEK PRO ハーネス（ステンレスまたはアルミニウム）の設定
5.2.1	 ショルダーストラップとDリングの位置

立ってハーネスを着用します。腕が地面と平行
になるようにひじを上げ、親指をショルダース
トラップに向け（図5）、 Dリングの正しい位置
を確認します。

ショルダーストラップの長さおよび胸部Dリン
グの位置は、 S-TEK PROハーネスの上部（バ
ックプレートの背面）にあるウェビングの余り
を使って調整します（図5-1）。 ショルダーストラ
ップのTEK-LOC 調整バックルを正しい位置に
調整するには、 Monprene® ショルダーパッド
とトリ ・ グライド/Dリングユニットにウェビング
を通すのではなく、 この方法でDリングを移動
させることをお勧めします。

保護スーツの厚みや構成の変更に応じてハー
ネスを再調整できるように、 ウェビングの余り
が約 20cm 必要です。 

トリ ・ グライドを通してウェビングを送ること
で（図5-2）、 ショルダーストラップの長さまた
は胸部Dリングの位置を調整し、 ハーネスを
着用して TEK-LOC バックルを締めたら Dリ
ングが正しい位置にくるようにします。 ショル
ダーストラップは、 ハーネスや呼吸が過剰に
制約されることなく自由に動けるように調整
すべきです。

TEK-LOC調整バックルからのウェビングの余
りが 15～20cm 以上ないようにしてください

（図5-3）。 ウェビングが長すぎると、 抵抗が増
え、ストレスがたまります。

図
 5

-1

図 5

図
 5

-2
図

 5
-3
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5.2.2	 ウエストDリングの位置

S-TEK PROハーネスには、ウエスト Dリングが
腰の両側に 1つずつ、合計 2 つ付属していま
す。原則として、両Dリングはズボンのアウトシ
ームの延長線上に配置する必要があります 
(図6）。 Dリングは通常、SPGやステージシリン
ダー、 その他のアクセサリーをクリップするた
めに使用します。

Dリングの位置を変えるには、 トリ ・ グライド/
Dリングユニットにウェビングを通してループ
を作ります（図6-1）。 正しい位置（ズボンのアウ
トシームの延長線上）まで、 ウエストストラップ
に沿って必要な方向へ動かします。 両Dリング
の位置を動かすには、 Monprene® ウエストパ
ッドにもウェビングを通す必要もあります。

図 6

図 6-1
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5.3	 正面バックルの位置と余分なウェビングのカット (PURE/PROハー
ネス）

ステンレススチール製ウエストバックル
の位置はダイバーの設定に依存せず、 
基本的には、 少しだけ右側へ寄らせます

（図7）。 こうすることで、 体の正面に合
わせるクロッチストラップに妨げられる
ことなく、 バックルを簡単に操作してリリ
ースできるようになります。 体の右側で
ライトキャニスターを使う場合には、 こ
のウエストバックルを右に寄せすぎない
ようにしてください。

ウエストバックルを動かすには、ウェビン
グをゴム製のウェビングリテーナー(2つ）
から引き出し、 バックルを通してウェビン
グの余りをすべて送って、 必要な方向に
ウエストバックルを動かします（図7-2）。

保護スーツの厚みや構成の変更に応じ
てハーネスを再調整できるように、 ウェ
ビングの余りが約20cm必要です（図7-3）

（ゴム製ウェビングリテーナーに戻すた
めに）。 ライトキャニスターなどのアイテ
ムをシステムに追加するごとに、 さらな
る余裕が必要になります。

余りを約 20cm 確保できるようにしたう
えで余分なウェビングをカットします。 カ
ットした端はほつれないようにライター
を使って焼いてください。

図 7

図
 7

-1
図

 7
-2

図
 7

-3
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5.4	 背部クロッチのDリングの位置 (PURE/PROハーネス)

背部クロッチのDリングは、リール、 
DSBM (（ディレイド ・ サーフェス ・ マ
ーカー ・ ブイ）、 リフトバッグなど、 使
用頻度の低いアイテムをクリップする
のに使用します。 原則として、 Dリン
グの位置は、バックプレートの下端か
ら手のひらの幅１つ分ほど下にします

（図8）。 こうすることで、 シリンダー
が邪魔にならずに操作できるように
なります。

DPV（ (水中スクーター）のクリップ用
に、 正面クロッチのDリングが付属し
ています。 このD リングにそれ以外の
ギアをクリップすると、 抵抗が増え、
もつれる可能性があるため、そのよう
なアイテムはクリップしないことをお
勧めします。 

背部クロッチのD リングの位置を調
整するには、 ウェビングの余りをクロ
ッチストラップのゴム製リテーナーか
ら外します（図8-1）。 トリ ・ グライドを
通してウェビングを外し（図8-2）、 ユ
ニットを必要な位置まで動かします。
バックプレートから手のひら１つ分開
けるようにしてください（図8-3）。

5.5	 バックプレートの位置の最終チェック (PURE/PROハーネス）

ハーネスを正しく設定したことの最
終チェックとして、 バックプレートは
所定の位置で締められている必要が
あります。 バックプレートが背中の正
しい位置に収まっている場合は、 両
手でバックプレートの上部ハンドルを
難なく触ることができます（図9）。

このチェックで、 隔離マニホールドと
バルブに快適に触れることも確認で
きます。

図 8-1

図 8-2

図 8

図 9

図 8-3
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6.	 S-TEK - シリンダーシステムを装着する

6.1	 S-TEK Ergo Nuts (図 10)

すべての S-TEK PRO およびPUREハーネス
にはErgo Nut が 2 点付属します。 Ergo Nut
には以下のメリットがあります。

•	 スーツに優しい - 摩耗が生じません。
•	 埋め込み型の人間工学的に優れたデザ

インで、シリンダーシステムの開閉が容
易です。 特に、 冷温環境や、 濡れた手、
グローブをはめた手でも使用できます。

•	 ヤード ・ ポンド法とメートル法に対応
します。

•	 既存の8mm、 10mm のウイングナット
に対応します。

•	  5/16’’ - 18 および 3/8’’ - 16
•	  O リングで意図せぬ緩みを防ぎます。

図 10
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 6.2	 PURE/PRO の両ハーネスに対応する S-TEK シングルタンクアダプ

ター (S.T.A.)

この手順には、 以下の3つのS-TEKコンポーネントが必要です（図11）：

•	  S-TEK PURE/PROハーネス（ステンレスス
チールまたはアルミニウム）および同梱の
Ergo Nut（ (x2)）

•	  S-TEK Wing（通常は S.T.A. 用の S-TEK 
30 Wing または 40 Wing）

•	  S-TEK シングルタンクアダプター（S.T.A.）
および同梱のマウンティングボルトとウイ
ングナット

注： パッケージから上記のアイテムを取り出
して、 S-TEK 30 Wing、40 Wing、 または 
60 Wingとパッケージされた中圧インフレー
ターホースを取り外します。 後でファーストス
テージレギュレーターに取り付けるために、
片方に寄せておきます（手順は本書で後述
します）。

ステップ 1

バックプレートから Ergo Nut（ (x 2）を取
り外し、 三角形のダンボール製タブを処
分します (図11-2)。

ステップ 2

小型のマイナスドライバーを使って、 両
方の Ergo Nut の保持タブ (図11-3）を
動かし、 カバーを外します（図11-4）。

ステップ 3

シングルタンクアダプターのマウンティ
ングボルトからウイングナットを外します

（図11-5）。

ステップ 4
シングルタンクアダプターから外したウ
イングナットを、 分解した Ergo Nut  
(図11-6）に装着し、タブを嵌め合わせて
固定します。

図 11

図 11-1 図 11-2

図 11-3 図 11-4
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ステップ 5

ウェビング上部のマウンティングアイレッ
ト (PUREハーネス)をバックプレートの
マウンティングホール (図11-7) と位置
合わせしながら、 PURE/PRO ハーネス
を下に向けます。 PROハーネスのウェビ
ングにはマウンティングアイレットはあ
りません。 

ステップ 6

ブラダーの 2 つのマウンティングホール
をバックプレートのマウンティングホー
ルと位置合わせしながら (図11-8)、 平
面上で S-TEK Wing を下に向けます。 
PURE ハーネスを使用している場合は、
ウェビング上部のマウンティングアイレッ
トも位置合わせしてください。

ステップ 7

シングルタンクアダプターのマウンティ
ングボルトを両ウィングとバックプレート
に通します（図11-9）。

ステップ 8

マウンティングボルトの位置がずれない
ようにしながら、 S-TEK システムを反転
させ (図11-10) 上向きにします。 2 つの
マウンティングボルトが見えており、 バッ
クプレートのマウンティングホースを貫
通している必要があります。

ステップ 9

貫通しているマウンティングボルトに
Ergo Nut をしっかりと締め付けます 
(図11-11）。

これでシングルタンクアダプターの取り
付けが完了しました。 (図11-12)

図 11-5 図 11-6

図 11-7 図 11-8

図 11-12

図 11-9 図 11-10

図 11-11
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 6.3	 PURE/PRO の両ハーネスに対応する S-TEK ツインタンクキット

この手順には、以下の 3 つの S-TEK コンポーネントが必要です (図12)：

•	  S-TEK PURE/PRO ハーネス（ステンレス
スチールまたはアルミニウム）および同梱
の Ergo Nut (（x2)）

•	  S-TEK Wing (（通常はツインタンクキット用
の S-TEK 40 Wing または6 0 Wing)）

•	 ツインバンドを付けたツインシリンダー。

注： パッケージから上記のアイテムを取り出
して、 S-TEK 40 Wing または 60 Wing とパッ
ケージされた中圧インフレーターホースを取
り外します。 後でファーストステージレギュレ
ーターに取り付けるために、 片方に寄せてお
きます（手順は本書で後述します）。

重要！ PURE/PRO ハーネスを取り付ける前
に、 ツインシリンダーは正しく設定しておいて
ください。 

バルブ中央間とバンド中央間のスペースが一
致していることを確認してください。 測定した
値が揃っていない場合、 バルブマニホールド
とバルブの両方が破損する可能性があります 
(図12-1、 図12-2）。

通常、 ツインタンクの上側のバンドは、 シリン
ダーのショルダー部のやや下にします  
(図12-3）。 バックプレートホールを完璧に
位置合わせするため、 下側のバンドは、2つ
のボルト間のスペースがちょうど 11 インチ 
/279.4mm になるように配置する必要があり
ます（図12-4）。

A B

図 12-2

図 12-1

図 12-3 図 12-4

A

B

図 12
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ステップ 1

バックプレートから Ergo Nut（ (x 2） を取
り外し (図12-5)、 三角形のダンボール製
タブを処分します (図12-6) 。 

ステップ 2

小型のマイナスドライバーを使って、 両
方の Ergo Nut の保持タブ (図12-7) を
動かし、 カバーを外します (図12-8) 。

ステップ 3

S-TEK 40 Wing または 60 Wing とバ
ックプレートをツインタンクキットのマ
ウンティングボルトに置きます (図12-9、
図12-10) 。

注： マウンティングボルトの長さに注意
してください。 Ergo Nut に対応する正し
い長さであるかを確認します。マウンティ
ングボルトが長すぎると、 Ego Nut のリ
ッドが Ergo Nut ハウジングから外れる
可能性があります（図12-11） 。 

図 12-9 図 12-10

図 12-7 図 12-8

図 12-5 図 12-6
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 ステップ 4

ツインタンクキットから外したウイング
ナットを、分解した Ergo Nuts（ (図12-12)
に装着し、タブを嵌め合わせて固定しま
す。 突き出したマウンティングボルトにし
っかりと締め付けます (図12-13) 。 

これでツインタンクキットの取り付けが
完了しました。 (図12-14)

図 12-11 図 12-12

図 12-13 図 12-14
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7. BCの点検と手順

ダイビング前、ダイビング中、 ダイビング後に BC を点検することで、 危険な状態に陥る前に
器材の問題を見つけてダイビング事故を防止できます。  すべての器具はスキューバプロ認定
の器材修理施設で定期的に点検し、 安全に動作するように保つ必要があります

7.1 ダイビング前の目視での点検とバルブテスト：

1.	 BC全体を見て、 キズ、 穴、 ほつれ、摩耗、ハードウェアの紛失/緩み、 その他の破損がな
いか確認します。

2.	 TEK BPI（ (給気ボタン、 排気ボタン、 給気口）およびマニュアルダンプバルブを見て、 割
れ、 破損、 汚れがないか確認します。

3.	 給気ボタンを使って TEK BPI に給気します (LPホースをシリンダーに接続し、シリンダ
ーからガスを充填）。  完全に給気したらオーバープレッシャーバルブが作動し、余分なガ
スを排出した後で再び閉まることを確認します。  マニュアルダンプバルブが作動時に正
しく機能し、完全に閉まることを確認します。

4.	 排気ボタンを押しながら、TEK BPI ユニットの給気口から BC に口で息を吹き込んで完
全に張るまで給気します。  音を聞き、漏れがないか確認します。  給気した状態で 30 分
以上 BC を縦に置いてから、 BC にガス漏れがないか確認します。

5.	 シングルタンクアダプターを使用している場合は、 シリンダーバンドを水で濡らして、 
BCをスキューバシリンダーに取り付けます。  スキューバシリンダーに取り付けた BC を
引き上げることで、 BC が固定され、 ダイビング中に滑り落ちないことを確認します。

6.	 BC を着用した状態で、 BC のすべてのストラップを調整し、 BC が快適にフィットして呼
吸を妨げないようにします。  これらの調整は、 ダイビングで着用するスーツを着て、 
BC に給気した状態で行います。

7.	 ウェイトを収納するクイックリリースウェイトポケット/システムをチェックします（BCに
あれば）。  保持システムが完全にしっかりとはまることを確認します。  簡単にリリースで
き、 システムからウェイトを自由に取り外せることを確認します。

8.	 水に入る前にダイブパートナーとバディチェックを行い、 すべてのバルブが正しく機能す
ることを確認します。
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 8. 操作

SCUBAPRO S-TEK BC には TEK BPI（ Kスタイル・インフレーター/デフレーターユニット）が
付属します。 この TEK BPI を中圧ホースでタンクおよびレギュレーターとつなぐと、水中で
給気ボタンと排気ボタンを使って（BC の給気と排気）浮力を調整できるようになります。

インフレーターの中圧 (LP) ホース 
(図13）：
S-TEK 30/40/60 Wing に付属する TEK 
BPI インフレーター/デフレーターユニッ
トの中圧（LP）ホースを探し、 ファースト
ステージの未使用の LP ポートに接続し
ます（図14）。  注： LP ポートは 3/8 UNF 
スレッドを使用します。  自分の構成に最
も適したLPポートを選んでください。  こ
れは4ニュートンメートルのトルクで締め
る必要があります。

8.1	  TEK BPI(インフレーター/デフレーターユニット）を接続する

TEK BPI では、スキューバシリンダーか
らのガスを BC に給気できます。  レギュ
レーターのファーストステージのLPポー
トに取り付けたLPホースは 、クイック ・ 
ディスコネクト ・ カップリングでTEK BPI
に接続します。

クイック ・ ディスコネクト ・ カップリング
を取り付けるには ：

1.	 接続する前に、 取り付ける両面
に汚れがないことを確認します 
(図14-1) 。

2.	 クイック ・ ディスコネクト ・ カッ
プリングのカラーを引きながら、 
S-TEK インフレーター/デフレー
ターユニットの取り付け口にホ
ースをしっかりと押し込みます 
(図14-2) 。

図 13

図 14

図 14-1 図 14-2
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3.	 カップリングが TEK BPI の取り付
け口にしっかり密着したら、 カラー
をリリースします。  ホースを優しく
しっかりと引き、完全に固定されて
いることを確認します (図14-3)。

4.	 ホースを外すには、 クイック ・ ディ
スコネクト ・ カップリングのカラー
を引き戻し、 取り付け口からLPホ
ースを外します（図14-4）。

8.2	  給気ボタンで BC にパワー給気する

BC に給気するには、給気ボタンを押しま
す(図15) 。  これでガスが BC に入ります。  
給気ボタンを繰り返し押したり離したりす
ることで小刻みに吸気すると、 給気を適切
にコントロールできます。

図 14-3

図 14-4

図 15
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8.3	 排気ボタンでBCに息を吹き込む

オーラル給気口は、 TEK BPI の端または
マウスピースにあります (図16) 。  ここを
使い、 排気ボタンを押しながら息を吹き込
んで、 BC に給気することができます。  こ
の給気方法は、 水面または陸上でダイビ
ング前にお勧めします。  シリンダーのガス
を BC に送るために給気ボタンを使用で
きない場合や使用したくない場合に、この
方法で行うことができます。

1.	 まず、 マウスピースに息を少量吹き
込んで、 穴に溜まっている水を排出
します。

2.	 そのまま一息で、 排気ボタンを押し
ながら、 息を吹き込み続けます 
(図16-1) 。

3.	 一呼吸分のガスを吹き込んだら、 排
気ボタンを放します。

4.	 必要な浮力が確保されるまでステッ
プ 2 と 3 を繰り返します。

図 16-1

図 16
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8.4	 排気ボタンで BC から排気する
水中で頭を上に直立姿勢をとります。  TEK BPI ユニットを顔の正面で顔より上に上げます（
これで、ユニットが BC のエアセルより上になります）。  排気ボタンを押し、 ガスがユニットか
ら出ていくのを目で確認します。  適切にコントロールするには、浮力への影響を確認しなが
ら、 少量のガスを連続的に排出します。

8.5	 ダンプバルブで BC から排気する

S-TEK 30/40/60 Wing では、ブラダーの左
下の位置にマニュアルダンプ/オーバープレ
ッシャーバルブがあります (図17)。 

オーバープレッシャーバルブは BC の過膨
張を防止します。  BC の内圧がオーバープ
レッシャーバルブのスプリング圧を超える
と、 バルブが自動的に開いてガスが排出
され、 BC へのダメージを防ぎます。  内圧
がオーバープレッシャーバルブのスプリン
グ圧より下がると、 バルブが自動的に閉ま
ります。 

ブラダーの背面下部に位置するオーバープ
レッシャーバルブには、 ランヤードと引張
用ノブが付いています。  ダイバーが水中で
水平姿勢または頭を下にした姿勢をとり、
バルブをエアの塊の最高地点にすると、 こ
の下部のダンプバルブを手動で作動するこ
とができます。

図 17
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 9.	 ダイビング後

9.1	 洗浄、点検、持ち運び、保管
SCUBAPRO® S-TEK BC は、適切なお手入れとメンテナンスをすることで、 長年にわたって
信頼性を発揮します。

お手入れでは次の指示に従ってください。

•	 ウィングに真水（できれば温水）を入れて振ることで、 エアセルの内部全体を水でゆす
ぎます。

•	 ウィングを上下逆さにして、TEK BPIの排気ボタンを押しながら内部の水を完全に排出
します。

•	 ウィング内部は定期的に消毒します（最低でも、ダイビングに行った後は毎回）。 
これには、ダイビング専用の認定消毒剤を使い、細菌の繁殖を防ぎます。

•	 外側表面とハーネスを真水で洗い流します。

•	 バルブをすべて洗浄して、 残留物やほこりを取り除きます。

•	 少量の Christolube® または適切なシリコングリースを TEK BPI アタッチメントのクイ
ックリリースカラーに塗布します。

•	  BC は完全に乾かしてから保管してください。  ただし、 直射日光をあてて乾燥させな
いでください。 紫外線によりファブリックの寿命が短くなり、 色あせの原因となります。 

•	 ウィングを保管するときは少し膨らませてください。 

•	  BC は乾いた涼しい場所で保管します。  直射日光のあたる場所では保管しないでくだ
さい。 

安全のため、 BC は 2 年に一度または 100 ダイブごとにスキューバプロ正規代理店で検査
とメンテナンスを行う必要があります。  BC を正しくメンテナンスしていないために生じた破
損等は保証の対象外となります。

S-TEKシステムを取り扱う際は、 鋭利なものや重いもの（ナイフ、 タンク、 ランプ、 リードな
ど）でハーネス、 ウィング、 インフレーター/デフレーターユニットを破損させないように注意
してください。

9.2	 消毒
McNett Revivex の使用をお勧めします。  パッケージに記載された手順に従い、 希釈して使
用してください
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10.	一般的な仕様と保証

使用していない新品のBCの場合、 直射日光の届かない通常の室温を保ち、 密封されたコ
ンテナまたはバッグに排気して収納した状態で、 保存可能期間は7年間です。

動作温度範囲
エア	 -20°C / -4°F	 ～	 +50°C / 122°F
水	 -2°C / 28°F	 ～	 +40°C / 104°F

中圧ホース / 空気式給気バルブ
中圧ホースと空気式給気バルブの作動圧 95 ～ 200 psi (6.5 ～ 13.8 bar)

中圧ホースのスレッド 3/8 – 24 UNF

Oリング - シール部 EPDM – ブナ/ニトリル - シリコン

S-TEK には、製品の品質と機能の不良をカバーする 2 年間の保証が付帯します。  この保証
は、 スキューバプロ正規代理店から購入した製品のみが対象となります

保証期間中に修理や交換を行っても、 保証期間は延長されません。

以下の事項に起因する故障は保証の対象外です。
•	 過度の摩耗
•	 外部からの影響、 たとえば運搬中の損傷、 落としたり擦ったりしたための故障、 天気な

どの影響やその他の自然現象によるもの
•	 メーカーの認定を受けていない製品のメンテナンス、 修理、 作業を行う
•	 ダイビング事故
•	 正しくない組み立て方
•	 正しくない使用方法、正しくないメンテナンス、 不注意、 改造

すべての保証請求は、 日付を明記した購入証明書 (レシート) または製品保証書をスキュー
バプロ正規代理店に提出する必要があります。  お近くの正規代理店は、 
www.scubapro.com でご確認ください。
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 注解
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